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健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。 (町民憲章より)
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財
政
運
営
の
合
理
化
で
グ
新
し
い
町
づ
く
り
4

健
全
財
政
を
堅
持

昭
和
五
十
四
年
度
の
地
方
財
政
は
、

昨
年
同
様
長
期
化
す
る
不
況
か
句
一
脱
出

す
る
た
め
、
公
共
事
業
的
拡
大
を
見
込

ん
で
お
り
健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め

に
多
大
の
努
力
を
要
す
る
事
態
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

新
年
度
に
お
け
る
国
内
地
方
財
政
計

画
の
内
容
は
、
昨
年
に
引
続
き
借
金
体

質
が

一
段
と
強
ま
り
、
地
方
自
治
体
が

直
面
し
て
お
り
ま
す
危
機
的
な
状
況
が

そ
の
ま
ま
懇
干
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

橋
に
架
換
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
道
路

整
備
と
し
て
は
、
臨
時
市
町
村
道
整
備

俄
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
箇
所
付
等
に

お
い
て
今
後
充
分
検
討
す
る
た
め
留
保

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
占
、
ご
理
解

捌
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

街
路
卒
業
に
つ
い
て
は
、
中
央
通
り

線
四
百
=
一十
幻
の
路
盤
工
並
び
に
橋
梁

の
上
部
工
を
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
舗

装
は
地
盤
変
化
を
考
暗
い
た
し
経
緯
を

検
討
の
う
え
、
五
十
五
年
度
に
施
行
す

る
計
画
で
す
。

近
隣
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

最
終
年
度
を
迎
え
植
樹
を
中
心
に
施
工

し
完
成
す
る
干
定
で
あ
り
ま
す
。

次
に
除
宙
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、
冬

期
間
的
交
通
確
保
の
た
め
防
吉
柵
五
百

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
我
が
国
経
済
の
急
激
な

変
化
を
背
景
と
し
て
、
本
町
の
新
年
皮

肉
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
歳
入
の

確
保
に
つ
い
て
は
従
前
に
ま
し
て
立
を

用
い
‘
経
常
経
費
の
支
出
は
可
能
な
限

り
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
投
資
的
卒

業
に
充
て
る
よ
う
配
慮
い
た
し
、
健
全

財
政
を
堅
持
し
て
町
政
の
推
進
を
函
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
新
年
度
的
干
算
編
成
は
統

一

選
挙
を
迎
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
目
玉

…

事
業
と
し
て
計
画
し
て
い
た
統
合
中
学

一

校
の
建
築
卒
業
お
よ
び
国

一

保
病
院
の
増
改
築
卒
業
は
、

一

当
初
予
算
に
計
上
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
ニ
ペ
占

ご
理
解
承
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
更
に
、
臨
時
地
方

道
整
備
卒
業
も
将
来
の
方

向
、
基
本
的
諜
題
を
充
分

検
討
す
る
た
め
、
当
初
予

算
で
は
措
置
せ
ず
追
加
補

正
を
い
た
す
考
え
で
お
り

ま
す
。

一二
十
日
川
を
前
画
し
、
木
製
の
も
の
を
逐

次
、
鋼
製
に
取
り
替
え
い
た
し
ま
す
。

日
進
地
区
の
雪
上
事
に
つ
い
て
は
、
耐

周
年
数
も
経
過
す
る
た
め
新
規
購
入
い

た
す
べ
く
予
算
措
置
し
、
補
助
対
象
と

し
て
要
請
す
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
ロ
ー

タ
リ
ー
付
タ
イ
ヤ
y
ョ
ベ
ル

一
台
安
説

入
し
、
交
通
の
確
保
に
努
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
未
除
雪
区
間
の
延
長

等
に
も
配
慮
い
た
し
住
民
の
要
望
に
応

え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

公
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
チ
プ
タ
ウ
ン
ナ
イ
川
内
改
修
に
伴

な
い
繰
町
に
あ
る
公
住
の

一
部
が
移
転

対
象
と
な
る
乎
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
含
め
二
棟
八
戸
町
建
設
を
計
画

い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

美
利
河
住
民
の
生
活
再
建
対
策
に
全
力

美
利
河
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

十
四
年
か
ら
予
偶
訓
査
六
ヵ
年
、

五
十

年
か
ら
実
施
調
査
四
ヵ
年
を
経
て
、
い

よ
い
よ
本
年
度
か
ら
建
設
着
工
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
議
只
お
よ
び

対
策
本
襲
貰
各
位
の
ご
尽
力
は
も
と

よ
り
、
美
利
河
部
落
住
民
の
ご
協
力
の

賜
で
あ
り
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
本
卒
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
開
拓
以
来
的

大
卒
業
で
あ
る
だ
け
に
町
民
と
共
に
喜

び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
隼
度
は
、
建
設
事
業
費
と
し
て
五
億

同
が
予
算
付
さ
れ
、
総
卒
業
費
二
百
三

十
億
円
の
膨
大
な
費
用
を
投
入
し
て
七

年
聞
の
計
画
を
も
っ
て
、
昭
和
六
十
年

度
を
目
途
に
取
り
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
ダ
ム
建
設
用
地
と
し

て
民
有
地
百
六
十
八
作
~
固
有
地
四
十

七
P
、
全
体
で
二
百
十
五
作ル
の
用
地
内

必
要
性
に
伴
な
い
、
美
利
河
部
落
八
十

四
世
帯
の
フ
ち
、
七
十
一
世
帯
の
方
々

が
移
転
補
償
資
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

近
日
中
に
建
設
省
と
美
利
河
ダ
ム
対
策

協
議
会
と
の
間
で
協
議
に
入
る
段
階
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
も

関
係
住
民
的
生
活
再
建
の
た
め
、
補
償

傾
決
定
に
つ
い
て
は
最
善
の
努
力
を
い

老
人
の
生
き
が
い
対

策
に
福
祉
パ
ス
購
入

町
民
福
祉
の
充
実

町
民
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
昨

年
内
減
速
経
済
下
に
あ
り
な
が
ら
、
常

に
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
特
に

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
々
に
対

し
、
き
め
細
か
い
配
慮
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

身
障
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
重
度
身

障
者
の
医
療
費
を
措
置
す
る
ほ
か
、
管

内
の
身
障
者
ス
ポ

l
ソ
大
会
が
本
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
活
動
曲
目
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

老
人
福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
老
人

の
生
き
が
い
対
策
と
し
て
老
人
福
祉
パ

ス
を
購
入
し
、
老
人
の
研
修
を
は
じ
め
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
は
か
り
、

更
に
広
く
社
会
教
育
の
面
か
ら
も
有
効

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

児
帝
福
祉
に
つ
い
て
は
、
也
市
品
担
保
育

所
の
ほ
か
、
委
託
施
設
、
季
節
及
び
へ

き
地
保
育
所
六
ヵ
所
内
運
営
を
図
る
と

と
も
に
、
幼
児
保
育
に
つ
き
ま
し
て
も

た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
特
に
、
関
係
者
の
再
建
対

策
の
た
め
、
生
活
再
建
内
意
向
制
査
お

よ
び
生
活
実
態
調
査
を
固
か
ら
委
託
を

受
け
強
力
に
推
進
す
る
と
共
に
、
美
利

河
部
落
再
建
の
た
め
、
住
宅
団
地
内
設

定
、
道
路
網
の
整
備
、
公
共
施
設
の
整

備
な
ど
、
ダ
ム
周
辺
務
備
に
つ
い
て
水

源
地
域
繋
備
計
画
を
樹
立
し
、
幅
広
い

行
政
施
策
を
要
す
る
現
況
に
対
し
、
誤

り
の
な
い
行
政
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

消
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
人

命
お
よ
び
財
産
を
守
る
見
地
か
ら
、
本

年
度
は
特
に
、

子
防
消
防
に
重
占
を
誼

き
予
防
査
察
の
実
施
、
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
の
組
織
の
拡
大
化
お
よ
び
育
成
助
長

を
図
り
、
本
来
の
使
命
を
達
成
す
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
施
設
の
整

備
は
消
防
自
動
車
格
納
庫
内
改
築
、
消

防
ポ
ン
プ
車
の
購
入
、
防
火
貯
水
槽
の

設
置
お
よ
び
井
戸
式
消
火
桧
等
に
つ
い

て
予
算
措
世
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

d 

ダム遺設で湖底に沈む蔓利河部落

昭
和
以
年
度
の

町
政
執
行
方
針

最
善
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。
更
に
、

六
歳
未
満
児
の
入
院
と
母
子
家
庭
に
お

け
る
児
童
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
、

ま
た
、
母
親
に
対
す
る
入
院
医
療
費
の

扶
助
に
つ
い
て
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
保
健
術
生
の
推
進
で
あ
り
ま
す

が
、
段
近
の
高
齢
化
社
会
に
伴
っ
て
疾

病
桃
造
も
極
々
変
化
を
来
た
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
住
民
各
位
に
お
い
て
健
康

管
理
の
認
識
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
に

積
極
的
な
指
導
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
同
脇
病
お
よ
び
婦
人

科
が
ん
検
診
は
、
早
期
発
見
、

早
期
治

療
が
会
務
で
あ
り
ま
す
の
で
、
受
話
に

つ
い
て
積
極
的
に
推
進
を
白
り
ま
す
。

交
通
道
徳
円
高
揚
と
交
通
安
全
蓮
動
の

推
進
を
図
る
た
め
、
一
層
的
努
力
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
な
お
、

交
通
事
故
防
止
の
た
め
ガ
ド
レ

l
ル

設
置
と
し
て
約
百
灯
を
干
算
措
世
し
、

実
態
調
査
の
、
?
え
危
険
な
箇
所
に
設
置

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

転
作
田
の
有
効
利
用

と
畑
地
開
発
の
推
進

産

業
の
振

興
と
開
発

今
目
的
脱
政
を
取
り
ま
く
諸
情
勢
は

米
の
余
剰
を
は
じ
め
と
し
て
牒
畜
産
物

の
輸
入
の
拡
大
、
価
格
の
不
安
定
な
ど

極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
対
処
し
て
生
産
性
的
向
上
を
は
か

る
た
め
に
は
、
州
民
業
者
の
ご
理
解
め
も

と
に
、
転
作
田
町
有
効
利
用
お
よ
び
畑

地
の
開
発
に
よ
る
生
産
的
増
大
並
び
に

関
係
機
関
向
指
導
の
も
と
に
脱
業
機
械

等
の
共
同
利
用
の
促
進
に
よ
り
、
営
農

経
質
的
節
減
を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

米
の
生
座
制
整
に
つ
き
ま
し
て
は

水
田
利
用
再
編
対
策
の
第
二
年
次
と
し

て
行
政
的
に
は
、
前
年
同
様
の
配
分
が

な
さ
れ
る
見
詰
で
あ
り
ま
す
が
、
米

の
需
給
事
情
の
現
状
と
、
食
油
管
理
制

度
の
米
側
に
対
す
る
安
定
機
能
を
考
え

る
と
き
、
稲
作
農
家
の
高
度
の
理
解
の

も
と
に
‘
調
整
目
標
の
達
成
に
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

更
に
は
、
前
年
の
笑
納
を
踏
ま
え
て
急

」
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三
月
十
日
か
ら
聞
か
れ
た
第
一
固
定
例

町
議
会
で
、
河
端
町
長
は
本
年
度
内
町
政

執
行
方
針
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

スポーツ大会の前にも血圧測定

妊
婦
、
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
特
に
む

し
歯
の
予
防
が
大
切
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
内
在
住
の
歯
科
医
師
並
び
に
歯
科
衛

生
士
向
指
導
を
顧
い
、
母
子
共
に
健
康

な
歯
脅
肴
て
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

~ 

御
園
橋
・
上
南
原
橋

を
永
久
橋
に
架
換

生
活
環
境
の
整
備

町
民
的
生
活
環
境
の
機
能
を
高
的
、

産
業
経
済
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
道

路
交
通
網
の
整
備
が
極
め
て
重
憂
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
強
力
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、

小
規
模
下

排
水
等
の
堅
備
に
つ
い
て
も
原
材
料
支

給
の
形
の
中
で
配
慮
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

町
道
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に

引
続
き
神
丘
六
線
々
、
盟
国
線
の
二
路

線
千
四
百
灯
、
道
路
舗
装
に
つ
い
て
は
、

昨
年
改
良
し
た
白
石
線
千
四
十
八
日
川
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

橋
梁
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
御
園
橋

十
七
灯
、
上
南
原
橋
二
十
三
じ
を
永
久

務
と
す
る
転
作
回
の
有
効
利
用
の
推
進

と
畑
地
的
生
産
性
向
上
の
た
め
、
土
壌

改
良
剤
の
投
与
三
百
P
を
計
画
し
、
こ

れ
に
対
す
る
補
助
を
四
百
五
十
万
円
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

転
作
促
進
対
策
事
業
と
し
て
は
、
国

費
・
道
山
口
が
義
人
し
て
集
団
に
よ
る
機

械
の
共
同
利
用
二
十
地
区
を
計
画
い
た

し
、
予
定
事
業
費
の
二
分
の
一
補
助
導

入
・
を
計
上
し
て
営
牒
経
費
の
節
減
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
二
次
農
業
構
造
改
YU事
業
、
山
村

地
域
特
別
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
.
四

ヶ
年
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え
、
本
年

度
は
簡
易
給
水
施
設
ニ
ヵ
所
、
国
場
整

備
四

一
F
、
農
地
造
成
十
一

・
六
P
、

馬
鈴
薯
選
別
機

一
式
を
許
函
し
、
畑
作
、

米
作
の
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

酪
股
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
懸
案

事
項
の
酪
良
三
相
導
入
に
つ
い
て
七
十

四
戸
内
同
意
を
得
て
、
本
年
度
よ
り
実

施
を
計
画
、
総
事
業
費
三
千
八
百
八
十

二
万
円
に
対
し
、
国

・
道
補
助
三
分
の

二
、
町
山
口
九
百
七
十
九
万
円
を
措
置
し

て
、
今
後
に
お
け
る
酪
農
家
の
バ
ル
ク

導
入
を
促
進
し
、
乳
質
の
改
普
と
労
働

の
省
力
に
よ
る
圭
頑
飼
育
に
よ
っ
て
経

営
の
健
全
化
を
函
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町
内
酪
農
基
地

で
あ
る
模
範
牧
場
は
、
優
良
牝
牛
の
供

給
並
び
に
育
成
午
の
予
託
等
、

重
要
な

役
割
を
果
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
続

き
基
礎
牛
の
導
入
、
育
成
放
牧
等
に
つ

( 3 1 



い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
笑
級
と
計
画
に
応
じ

助
成
額
を
計
上
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

市
民
に
、
牧
場
経
包
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
八
ヵ
年
に
E
り
二
千
七
百
万
円
の

契
約
事
墳
が
前
年
度
完
了
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
経
営
の
現
状
か
ら
し

て
助
成
継
続
的
必
要
性
を
露
的
、
本
年

度
に
お
い
て
八
百
七
十
万
円
の
助
成
を

計
上
、
牧
場
経
営
内
向
滑
化
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

道
営
凹
代
地
区
内
凪
地
開
発
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
区
由
梢
九
二

・
ニ

P
の
全

計
調
査
も
終
り
、
本
年
度
よ
り
事
業
費

五
千
百
万
円
を
も
っ
て
一
六
・
九
作ル
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
営
A
Y
金
東
部
脱
地
同
発
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
別
査
三
年
次
を
迎
え
国

曲
目
二
千
七
百
万
円
の
予
算
に
よ
り
地
区

制
査
の
総
仕
上
げ
を
す
る
訳
け
で
す
が
、

現
在
ま
で
の
ま
と
ま
り
は
、
参
加
者
四

十
一
名
、
面
積
二
百
二
十
七

・
四

P
程

度
で
、
国
営
採
択
面
積
四
百

P
に
対
し

五
七
%
余
り
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
吏

に
地
区
内
拡
大
討
を
は
か
り
、
不
足
而

械
の
確
保
に
般
普
の
努
力
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
面
積

確
保
町
不
能
な
場
合
は
道
営
事
業
と
し

て
実
施
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

八
束
地
区
間
場
整
備
不
業
は
、
工
事

活
工
第
二
年
目
と
し
て
事
業
費
三
市
五

千
万
同
を
も
っ
て
六

一
・
五

P
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

州民
道
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

継
続
事
業
の
白
石
第
二
股
免
道
路
も
五

は
、
地
域
の
人
々
の
精
神
的
母
体
と
し

て
の
機
能
か
ら
み
て
、
住
民
的
聞
に
連

帯
的
あ
る
い
は
協
同
的
な
新
し
い
住
民

意
識
参
政
成
し
て
い
く
目
的
に
も
添
え

る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

今
日
ま
で
幾
度
と
な
く
地
域
仲
良
町

理
解
を
得
る
べ
く
松
級
会
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
経
過
の
中
で
着

工
を

一
年
遅
れ
き
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
協
議
会
で
も
格
設
、
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
い
る
建
築
町
幽
は
、
第

一

年
次
に
今
金
中
学
校
危
険
改
築
と
し
、

二
年
次
以
降
は
吸
収
統
合
と
し
て
取
り

進
め
る
こ
と
と
し
、
本
年
度
よ
り
着
工

の
迷
び
と
な
り
ま
す
。

今
囲
内
当
初
干
算
に
は
種
々
の
都
合

十
三
年
度
で
路
盤
工
も
終
り
‘
五
十
五

年
り

一ヵ
年
で
全
線
舗
装
の
計
画
で
し

た
が
、
関
係
機
関
の
ご
配
慮
に
よ
り
本

年
度
を
も
っ
て
実
地
完
了
的
見
込
み
で

あ
り
ま
す
.
吏
に
日

4
阿
川
拓
泊
路
補
修

背
木
地
区
山
村
基
幹
路
道
的
継
続
、
新

二
年
計
画
で
統
合
中

学
校
の
建
設
に
着
手

教

育

(J) 

振

興
2年衣を迎えた八束ほ場盤備事揖

規
路
線
で
は
懸
案
向
日
進
地
区
農
免
道

路
を
=
芳
年
計
画
で
実
施
し
ま
す
。

業
で
あ
り
ま
す
中
学
校
統
合
校
合

の
建
設
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
川
四

十
一
年
に
議
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
魁
旨

に
よ
り
、

一
貫
し
た
形
町
中
で
今
日
ま

で
一
校
統
合
に
向
け
て
取
り
進
め
て
来

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

学
校
統
合
内
基
本
は
、

U
イ
校
鋭
絞
め

適
正
化
に
よ
っ
て
教
育
効
川
市
を
あ
げ
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

一
方
、
分
欣
さ

れ
て
い
る
学
校
が
統
合
さ
れ
て
生
徒
が

同
ト
レ
学
校
に

一
諸
に
学
よ
と
い
う
こ
と

鈴
金
地
区
で
道
営
基

幹
排
水
特
別
事
業
を

基
幹
排
水
対
策
特
別
事
業
で
あ
り
ま

す
が
、
本
事
業
が
国
が
水
田
町
畑
利
用

を
促
進
す
る
た
め
の
新
政
策
で
、
楠
山

管
内
で
一
地
区
本
町
の
鈴
金
地
区
が
採

択
に
な
り
、
道
官
事
業
と
し
て
五
ヵ
年

計
画
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業
は
、
本
年
新
規
に
住

吉、

中
里
、
花
石
町
一
部
十
三
一

一
三

平
方
幻
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

次
に
林
業
の
振
興
で
あ
り
ま
す
が
、

民
有
林
内
育
成
は
将
来
に
お
け
る
山
林

資
源
堵
援
の
た
め
、
今
後
と
も
森
林
組

五
十
四
年
度
の
骨
格
予
算
決
ま
る

第

一
固
定
例
町
級
会
は
三
月
十

日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
六
日
間
聞

か
れ
、
新
年
度
各
会
計
干
算
、
五

十
三
年
度
各
会
計
補
正
干
算
、
町

奨
学
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
議
案
十
四
件
を
審
織
し
、

い
ず
れ
も
限
集
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。こ
の
談
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な

こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
き

一

一
噸

一

E
d

E
 

一
会

一

一
議

一
。
五
十
四
年
度
各
会
計
予
算
の
概

要新
年
度
町
子
幻
円
規
模
は
、

一

般
会
計
が
二
十
四
億
四
千
七
百
十

二
万
四
千
問
、

三
特
別
会
計
で
十

一
億
七
千
五
百
十
六
万
九
千
円
、

合
わ
せ
て
三
十
六
億
二
千
二
百
二

十
九
万
三
千
同
に
な
り
、
前
年
度

当
初
予
算
に
比
べ

一
般
会
計
で

一

三
%
減
、
特
別
会
計
で

一
五

六
%
の
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。(一

般
会
計
の
お
も
な
仕
事
の
内

容
は
六
七
ペ
ー
ジ
に
記
載

し
ま
し
た
。)

。
五
十
三
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

五
十
三
年
度
の
最
終
補
正

予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

六
千
二
百
万
三
千
円
が
追
加

さ
れ
、
子
算
総
額
は
二
十
八

億
二
千
四
百
十
二
万
八
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、

公
有
財
産
(
土
地
)
購
入
賞

改た
選小社
前学会 i

の生科 t

最がの
後見勉
の守強
町るに
組中訪
会、れ

に
二
干
七
十
六
万
七
千
円
公
布
備
品

購
入
切
に
百
九
十
万
七
千
円
、
備
荒
資

金
積
立
金
に

一
位
三
千
五
百
五
十
万
円
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘
定
へ

繰
出
が
百
八
十
四
万
八
千
円
、
季
節
労

動
者
就
労
対
策
賃
金
に
五
十
二
万
五
千

円
、
光
台
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
伴
う

似
失
補
償
資
に
百
六
十
八
万
七
千
円
、

町
民
セ
ン
タ
ー
例
品
購
入
賞
に
四
イ
八

万
五
千
円
、
幼
椛
凶
備
品
購
入
山
口
に
七

十
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
債
元
金
、
利
子
償
還
金
五
千
二
十

八
万
九
千
円
第
二
幹
線
川
排
水
鉄
道

横
断
工
耶
負
制
金
三
百
三
十
九
万
八
千

問
、
中
学
校
池
築
設
問
委
託
料
八
百
万

円
町
ほ
か
、
作
事
業
執
行
に
伴
う
端
数

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

合
の
機
能
を
充
分
に
果
た
せ
る
よ
う
配

慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
は
新
組

二
百
四

+
P、
森
林
保
飯
事
業
九
百
五

十
九日
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
‘

町

と
し
て
は
国
賀
補
助
的
対
象
と
な
ら
な

い
小
規
模
の
保
育
下
刈
事
業
に
対
す
る

補
助
を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
す
。
町

有
林
と
し
て
は
、
新
植
十
hp

保
設
卒

業
三
百
四
十
六

P
を
計
回
し
推
進
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
四
ヶ
所
で

一
億
一
千
万
円
が
予
定
さ
れ
て
お
り
‘

全
額
道
曲
目
で
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
オ
イ
ル
ン

ヨ

Y
7以
来
.
中
小
企
業
に
及
ぽ
す
影

響
が
除
々
に
現
わ
れ
て
い
る
今
日
、
中

小
企
業
内
健
全
育
成
は
商
工
会
と
し
て

に
よ
り
予
算
措
訟
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
目
下
実
施
設
計
に
入
っ
て
お
り
ま

す
の
で
.
そ
の
内
容
等
は
今
後
議
貝
協

議
会
的
中
で
充
分
帯
設
賜
わ
り
、
次
図

的
補
正
予
材
料
的
機
会
に
従
築
い
た
し
ま

す
の
で
、
こ
の
点
ご
理
解
賜
わ
り
た
〈

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

*

*

*

 

以
上
、
町
政
執
行
に
関
す
る
方
針
の

大
綱
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
小
職
に

与
え
ら
れ
ま
し
た
任
期
も
あ
と
わ
ず
か

に
な
り
ま
し
た
。

新
年
皮
肉
子
拘
編
成
は
、
統
合
中
学

校
の
独
語
お
よ
び
国
保
病
院
の
改
築
に

か
か
る
部
分
は
子
算
措
置
を
し
な
か
っ

た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
係
る

1 
こ
れ
に
対
し
歳
入
で
は
、
町
山
川
三
千

四
百
九
十
万
同
、
地
方
交
付
税
一
千
五

十
六
万
円
、
町
税

一
千
三
一
十
九
万
三
一千

円
、
自
動
車
取
符
税
交
付
金
七
百
万
円

が
見
込
ま
れ
、
国
庫
支
出
金
三
百
五
十

八
万
九
千
同
な
ど
が
減
徹
さ
れ
ま
し
た
。

A
V

五
十
三
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
保
険
給

付
山
口
な
ど
一
千
五
百
九
十
二
万
四
千
円

が
追
加
さ
れ
、
子
算
総
瀬
は
五
億
六
百

二
十
四
万

一
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

国
保
会
計
施
設
勘
定
で
は
、
病
院
事

業
収
雄
で

一
位

一
千
九
百
八
万
凶
千
円

が
追
加
さ
れ
‘
収
益
的
収
入
総
仰
は
七

億
凶
千
百
四
十
四
万
円
に
、
支
出
で
は

給
与
賀
な
ど
六
十
万
八
千
円
が
時
総
さ

れ
収
益
的
支
出
総
額
は
六
億
二
千
百
二

十
九
万
六
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

附
日
朝
木
造
会
計
で
は
、
財
政
訓
務
基

金
制
立
金
に
百
八
十
万
円
が
追
加
さ
れ
、

千
羽
総
制
は
三
千
九
十
九
万
五
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

て
、
そ
の
管
理
と
運
泊
を
図
る
た
め
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

。
今
金
町
社
会
教
育
指
導
員
設
置
、
報

酬
額
の
支
給
条
例
制
定

叫
今
金
町
将
学
資
金
貸
付
基
金
条
例
の

社
会
教
育
内
振
興
を
函
る
た
め
、
町

一
部
改
正

教
委
に
社
会
教
育
指
再
只
(
非
出
勤
職

奨
学
資
金
円
効
率
的
な
運
用
を
図
る
貝
)
一
名
を
置
く
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

た
め
、
基
金
の
微
を

一
千
五
百
万
円
か

1
0公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

ら
二
千
万
同
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

比
躍
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後

1
0
努
の
家
条
例
の
制
定

任
に
吉
田
辰
雄
さ
ん
(位
歳

・
末
広
町
)

日
進
白
石
町
舟
円
相
郡
山
政
世
に
伴
つ

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

町
教
委
に
社
会
教

育
指
導
員
を
設
置

の
亜
大
使
命
で
あ
り
ま
す
の
で
‘
そ
の

機
能
を
充
分
発
揮
で
き
る
よ
う
中
小
企

業
の
惨
断
等
、
賄
工
会
的
本
来
事
業
を

尖
施
し
て
い
た
だ
く
た
め
‘
補
助
に
つ

い
て
も
増
額
計
上
し
た
次
第
で
す
。

極
川
温
泉
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
そ
の
利
用
方
法
、
建
設
場
所
内

選
定
な
ど
、
今
後
殺
会
を
は
じ
め
地
域

住
民
と
主
充
分
に
協
識
し
決
定
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
何
れ
に
し
て

も
開
設
当
初
は
小
規
模
な
形
の
中
で
、

諸
経
費
の
か
か
ら
な
い
方
策
で
建
議
し

将
来
展
望
を
見
極
め
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
更
に
、
英
利
河
温
泉
も
所

宥
者
よ
り
検
波
町
内
諾
を
科
て
お
り
ま

す
の
で
、
紐
川
旧
国
政
的
利
用
と
併
せ
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
草
す
.

(4 ) 

---./ 

財
源
は
留
保
し
て
お
り
、
こ
れ
を
除
い

た
形
の
中
で
は
年
間
予
算
の
姿
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
度
は
図
的
財
政
を
同

線
、
円
高
知
気
の
停
滞
と
掴
ま
っ
て
地

方
財
政
を
取
り
ま
く
部
境
は
、
ま
す
ま

す
厳
し
い
事
態
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
行
政
を
顧
み
る
と
き
、
福
祉
、
教

育
、
生
活
環
境
内
整
備
、
地
域
産
業
の

振
興
な
ど
行
政
相
而
要
は
山
積
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
地
策
内
実
施
は
い
ず
れ
も
緊

急
を
委
し
、
推
進
に
迫
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
自
ら
行
財
政
巡
営
の
合
理

化
を
図
り
、
新
し
い
環
境
に
対
応
で
き

る
よ
、
ヲ
努
力
し
目
的
達
成
の
た
め
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
・
社
協
愛
情
銀
行
へ
予
託
・
払
い
出

一

し

一
マ
幅
政

一
さ
ん

(南
栄
町
)
か
ら

一

一
万
円
を
社
協
法
制
化
推
進
基
金
ヘ
マ

一
大
合
啓
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら

一
三
千
円
を
光
の
星
学
聞
に
、

二
千
円

一
を
小
百
合
保
育
問
ヘ
マ
小
山
真

一
さ

一
ん
(
大
和
町
)
か
句
二
万
円
を
盟
芳

一
曲
ヘ
マ
種
川
青
年
団
(
代
表
渡
辺
教

一
勝
さ
ん
)
か
ら
モ
チ
米
八
J

介
護

一
奉
仕
歩
品
川
品
野
凶
て
マ
山
田
忍
美
さ
ん

一

(
制
川
同
前
)
か
ら
ア
ヤ
コ
会
五
十

一
倒
歩
今
金
保
竹
所
と
小
百
合
保
有
国

一

ヘ
マ
こ
よ
し
座

(代
表
佐
藤
除
さ
ん

一
種
川
宮
前
)
か
ら
三
万
三
百
五
十
円

一
を
社
協
法
制
化
推
進
基
金
ヘ
マ
金
原

一
婦
人
会
(
代
表
中
野
キ
ヌ
干
さ
ん
)

一
か
ら
お
む
つ
百
八
十
六
枚
、
み
か
ん

一
一

函
ゃ
並
舟
凶
ヘ
マ
住
吉
小
、
住
吉

一
焔
人
会
か
ら
み
か
ん

一
一
副
参
両
話
吋
前
回

一

ヘ
マ
今
金
機
動
訓
練
校

(代
表
八
量

一
町
辰
雄
さ
ん
)
か
ら
ゴ
ミ
箱
四
個
、

一
植
木
鉢
二
十
個
を
光
の
里、

今
金
属

一
育
所
、
幼
稚
図
ヘ
マ
大
企
啓
太
郎
さ

一
ん

(昭
和
町
)
か
ら
三
千
円
を
光
町

一
旦
に
、

二
千
同
を
小
百
合
保
育
刷
へ

一
マ
今
金
州
連
協
(
会
長
雨
怖
政
子
さ

一
ん
)
か
ら
文
化
祭
パ
ザ
l
益
金
三
万

一
円
を
社
協
法
制
化
基
金
ヘ
マ
今
金
町

一
連
合
青
年
団
(
代
表
渡
辺
修
さ
ん
)

一
か
ら
手
打
そ
ぱ
十
一ニ
J
を
型
寿
国
へ

一
飯
沼
其
佐
夫
さ
ん
(
東
町
)
か
句
全

一
快
祝
を
返
上
し
て
ノ
公
血
万
同
を
虫
寿

一
闘
と
光
町
田
再
へ
。

固
感
謝
し
ま
す
固

( 5 1 



本
年
四
月
は
、
町
長
・
町
識
の
改
選
期
に
当
た
る
た
め
、
懸
案
内
統

合
中
学
校
の
建
訟
な
ど
奇
泰
業
が
予
算
措
註
さ
れ
な
い
骨
格
予
算
の

た
め
、

一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
に
比
べ

一
三
%
減
の
二
十
四
億
四

千
七
百
万
円
余
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
事
業
な
ど
に
使
う
投
資

的
経
費
は
七
億
九
千
六
百
二
十
万
円
(
全
体
的
担
%
)
ま
た
、
消
費
的

経
賛
同
人
件
費
が
四
億
四
千
七
百
四
十
万
同

(四
%
)
物
件
授
は
三
億

三
千
六
百
六
+
万
円
(
日
%
)
公
償
資

一
億
九
千
九
百
五
十
万
円

(
9

%
)
補
助
費
二
億
三
千
百
五
十
万
円
(
ω
%
)
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
九
億
七
千
五
十
万
円
と
全
体
の
叫
%
を

占
め
て
お
り
、
自
主
財
源
的
町
税
は
二
億
六
千
百
十
万
円
(
日
%
)
に

と
ど
ま
り
、
国
・
道
支
出
金
が
お
%
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一般
会
計
予
算
の
お
も
な
使
い
み
ち
と
蹴
入
歳
出
割
合
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
.

ぷ♂勧乞盟会費52，747千円 (2.1%)

商工労働s20，786千円 (0.8%)
予嫡撃を 1，α)()予問

一般会計歳入歳出割合

災建H盟ms70田9千円 (2.9%)

衛生tt79，81O;-一円 (3.3%)

消防U94同O千円
(3.6%) 

その他
134，336千円
(5.5%) 

地域産業の振興と開発億9千6百万円投資的事業一般会計
住みよい環境づくり

( 6 ) 

b山村地域農林漁業特別対策本業補助 .... 6，055万円

b転作促進特別対策事業補助一一一一一一一一.1，500万円

b第 2次農業桃造改普対策事業者Ii助一一一一ー..4，677万円

b土壌改良卒業補助 一ー.450万円

b優良雌牛導入、家苔増殖改良事業補助 400万円

b乳用雌牛集団放牧促進事業補助一一一一一一 310万円

b日進高原模範牧場経営補助一一 一一一一一一 870万円

b模範牧場特別土壌改良事業有1iD!， ・ーー 274万円

b 農漁村動力電気導入卒業事iliDJ'.....................979万円

b鈴金地区基幹排水対策特別事業負担一 一一 2，711万円

b日進地区水道移設事業 …….-..一一 一一一一 150万円

b盟国地区小規模燥用地繋備事業 738万円

b白石第 2地区牒免農道整備事業負担 1，053万円

b日進地区開拓地脱道整備事業負担一一一一一ー 665万円

b日進地区良免農道整備事業負担ー 一一 一1，753万円

b 八束ほ場繋1Rii事業負担 一一 2，488万円

b団代池区農地開発卒業負担一一一一一千 ー守… 765万円

b国営土地改良制査事業 …・一一一一ーー 201万円

b町有林 ー公有林整備事業 1，413万円

b北部楠山総合かんばい推進費負担 一一一 241万円

b今金町農業開発協議会負担一一一一一一一一一一一 288万円

b商工会事業補助 一一一一一一一一一一一 640万円

b観光開発事業 ・ ・ ・...212万円

教育文化の振興と人づくり豊かな福祉社会の建設

、一/

b社会福祉法人光の星学l姐、 12寿園補助 一一一一一一 851万円 I ~へき地教只住宅新築 ・ 増築事業一一一一一一 730万円

b老人医療扶助費 φe ・ 7 ， 826万円 I~教貝住宅購入事業 …一一一一一一 1，089万円

b老人手当 ・一 132万円 I~金原校改修<11't/'i ....................................... 300万問
ι、.

b老人福布lパスの購入一一一一一一一一一一一 350仰 )1

b老人 7 ラブ巡恒一刷~，及ひ活励賞一一一一一一一一間前
b敬老会交付金---------，-..--......…一一一ー一ーロー 68万四 I~要 ー 準要保護児童生徒就学 医療緩D!J..…・ 320万円

t>社会福祉協秘会補助 176万円 I~嬰 ・準要保被へき地学校給食milì助 432万円

b老人家庭奉仕業務一一一一一ー 子一一 …・ 145万四 I~宮語障害指導設備々品、身心、障担訓練用具 合 97万円

b心身 身体障害者家庭奉仕業務一一一一一一一一一ーー 290万円 I~義務教材 理R科 ・産業教育設備一一 一一一 1，517万円
b重度心身障害者医療扶助費ー ……… 689万円 I~教材 ・ 図書 校用器具備品購入一一一一一一一一ー 533万円
b児童手当扶助費 2 ， 615万円 I~学校保健業務 一一一 ..........521万円

b乳幼児 ー母子家庭為児童医療扶助問ー 一一一 326万円lhクーノレパスの迎行一一一 一一 一一 308万円

P フ y ソ j>lif而1塗布、母子術生一一一一一一 一一一 246万円 I~楠山北高通学パス負担一一一一一一一一一一一一一 66万円
b忠者輸送車の運行 守 守 …ーー ー 177万四 I ~今金幼稚園舎前環境整備遊具備品購入ー …・ 850万円
b保健衛生業務 365万四 I ~今金町青年会議補助 180万円

t> x 線撮影、がん検診など予防業務一一一一 552万円 I ~鳩入団体、文化協会補助 ー ・ 一一 52万円

b今金常設、季節保育所運営費一一一 一一一 5 ， 193Jí同 l ~町民スポーツなと'体育振興補助・一 一一一.. 467万円
b今金小百合保育園運営費 ・ 2 ，団方向 I ~総合体育館施設巡営2持一 一一一 一一一 1 ， 652万円
b部落保育所運営補助一一一 ・ 140Jí同 I~牢校給食センター施設運営費 φ2，550万円

円万ハU5
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70万円

b神丘6糾l線道路改良事業 ーー… ー ー 7，445万同

[>~回線道路改良卒業一一一一ー一一一一一一一 6，055万円

b白石線道路舗装事業一一一一一一 一一一 1，610万円

b神丘8号線など防雪棚設也事業+ ・… 2，267万阿

b 御阻橋架換事業 4，332方向

b上南原橋架検事業ー一一 '一一 一一 一ー一 1，987万円

b道路台帳籍制事業一一一一一 一一一一一一一 1，500万円

b除雪機械・宮上車勝人事業 2，745万問

b除iE・町道補修など道路維持管理 ー 4，629万円

b美利河ダム対策事業ー一 一一一一一一一一 1，086万円

b第2幹線川支線改修事業 一一ー一一 一……ー 909万円

b都市計画街路事業 ・ 7，172万阿

D近隣公闘造成卒業 2，165方向

b公営住宅(2棟 8戸)主tt殺事業チー一一一一 5，243万円

b投資住宅購入事業一一一一 一一 一一一一一一 482万円

b農業施設災害復旧事業ーー......................6，909万円

t>J也絡調査事業 一一 1，747万阿

b消防施設務備事業 一一一一一一一一一一一 1，7口5万円

b槍山広域消防組合負担ー一一一一一一一・ 7，740万問

b環境衛生事業… --------_.-守 ・ 4，558万阿

b住民活動推進 ・ ー… 188万円

b交通安全対策事業一一 一一一 一 一一一一一 472万円

t>交通安全対策事業一 宇一ー一 398万阿

b簡易木造特別会計へ繰出 ー一一一一一 一 718万円

( 7 ) 



たくましく生きぬく

人間形成に努力

教育行政の施政方針

第

一
固
定
例
町
議
会
で
、
中
井
教
育

長
か
ら
本
年
度
の
教
育
行
政
施
政
方
針

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

*e

也

吊

*

{中
学
校
統
合
校
舎
の
建
設
計
函
〕

教
育
内
容
の
町
度
化
に
伴
っ
て
学
校

に
お
け
る
他
殺
政
仙
の
充
築
、
学
校
環

境
内
務
怖
さ
ら
に
専
門
性
が
発
揮
で
き

る
教
育
条
件
を
整
え
る
た
め
、
次
の
観

占
に
た
っ
て
統
合
中
学
校
内
建
設
計
画

を
進
め
ま
す
。

今
金
町
の
地
域
に
密
泊
し
た
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を
総
合
的
な
形
で
と

ら
え
、
密
度
の
あ
る
活
動
が
で
き
る
よ

う
金
町
的
な
視
野
よ
り
考
察
し
、
今
目

的
物
質
文
明
の
お
う
取
す
る
偏
血
性
を

強
〈
認
識
し
‘
児
童
生
徒
が
精
神
的
な

負
担
を
極
め
て
軟
ら
げ
る
よ
、
つ
な
学
校

建
吾
に
意
を
用
い
、
ゆ
と
り
あ
る
充
実

導
計
画
や
指
導
資
料
の
整
備
に
努
め
て

来
ま
し
た
が
‘
更
に
実
践
力
を
促
進
す

る
た
め
の
行
動
能
力
的
開
発
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
指
導

理
念
の
共
通
性
、
家
庭
地
域
社
会
と
の

連
携
等
に
つ
い
て
改
普
充
実
を
図
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育
は
児
章
生
徒
の
心
身
の
捌

和
的
と
れ
た
発
達
を
目
ざ
し
‘
健
全
な

国
民
の
育
成
を
煽
う
も
の
で
あ
り
、
今

日
の
教
育
の
現
状
を
昆
る
と
き
、

学
校

が
今
後
そ
の
役
制
や
機
能
を
十
分
県
し

て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
と
児
輩
生
徒

の
実
態
の
中
か
ら
特
色
あ
る
教
育
活
動

を
生
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
施
訟
の
改
普

充
尖
、
学
校
教
育
環
境
内
改
普
に
努
力

す
る
必
要
が
あ
り
、
教
育
の
機
会
均
等

の
た
め
に
‘
各
学
校
内
要
望
に
応
え
て

鋭
意
努
力
を
し
な
け
れ
ば
主
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
.
教
育
は
い
か
に
施
設
設
備

キ」
Ji
派
に
し
て
も
、
そ
の
効
呆
を
上
げ

る
わ
け
に
は
い
か
ず
教
師
に
ゆ
だ
ね
る

も
の
が
大
で
あ
り
ま
す
。
幼
な
い
子
供

述
内
中
に
も
担
当
す
る
先
生
ち
は
自
分

速
の
た
め
に
な
る
よ
り
良
い
先
生
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り

地
域
的
父
母
の
願
い
に
応
え
て
い
た
だ

け
る
先
生
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
い
つ

も
念
顧
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
教
師
の
資
質
能
力
を

高
め
さ
せ
て
い
く
責
任
が
あ
る
わ
け
で

あ
り
、
ま
た
教
師
は
義
務
を
負
う
の
で

し
た
施
設
の
完
備
を
強
調
い
た
し
ま

t-

特
に
、
敷
地
に
つ
い
て
は
回
閣
の
中

央
に
位
置
し
前
涼
な
空
気
と
消
ら
か

な
河
川
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た
立
地
条
例

下
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
づ
く
り
を
弘
制

と
し
、
各
地
域
の
生
徒
が
一
同
に
会
し

将
来
的
人
間
形
成
向
学
園
と
し
て
、
泣

か
な
情
操
を
は

f
く
む
た
め
の
環
境
保

持
に
立
を
用
い
た
い
と
存
じ
ま
す
.

〔学

校

教

育

〕

五
十
四
年
度
柏
山
管
内
町
教
育
推
進

盛
山
山
は

一
、
ひ
と
り

一
人
的
適
性
を
仰
ぱ
す
教

育
活
動
の
工
夫
に
努
め
る
。

二
、
自
ら
学
ぶ
力
や
身
に
つ
け
る
生
省

舟
場
の
実
践
に
努
め
る
。

三
、
泣
か
な
徳
性
を
育
て
る
学
校
生
日
間

の
推
進
に
努
め
る
。

以
上
の
重
点
項
目
を
基
調
と
し
て
、

「
ひ
と
り

一
人
的
適
性
を
伸
ば
す
」
教

舟
活
動
は
.
児
宜
非
伎
が
も
っ
可
能
性

の
仰
長
を
函
り
、
人
間
性
泣
か
な
鬼
章

生
徒
を
育
成
す
る
た
め
学
校
内
創

wY乞

生
か
し
、
ゆ
と
り
あ
る
充
実
し
た
教
育

あ
り
ま
す
。

幸
い
今
金
町
教
育
僻
究
会
に
お
い
て

は
、
税
行
サ
ー
ク
ル
活
動
も
稿
集
な
架

紡
を
と
お
し
て
実
践
力
を
高
め
つ
つ
あ

り
、
今
年
度
か
り
道
徳
と
特
別
活
動
の

領
域
の
サ
ー
ク
ル
研
究
が
な
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
研
涜

助
成
の
増
似
を
い
た
し
ま
し
た
。

マ
学
校
保
健
で
は
、
昨
年
新
し
く
実
施

し
た
眼
科
検
診
を
今
年
度
も
引
続
き
歯

科
検
診
と
合
わ
せ
て
児
童
生
徒
の
健
康

句
型
に
対
処
す
る
。

マ
学
校
給
食
は
、
今
年
度
よ
り
迎
三
回

の
米
飯
給
食
を
実
施
す
る
。
こ
れ
に
よ

る
給
食
費
の
値
上
げ
は
行
わ
な
い
。

円

v
今
金
幼
稚
悶
合
的
建
設
に
伴
う
環
境

務
仰
を
実
施
す
る
。
幼
児
教
育
、
悶
経

営
に
賀
任
あ
る
立
場
を
考
え
、
専
任
の

園
長
を
も
っ
て
経
営
す
る
。

マ
学
校
昌
絡
は
、
い
ず
れ
も
危
険
校
舎

の
対
象
と
な
り
唱
中
学
校
統
合
等
を
考

え
必
要
最
少
限
皮
肉
補
修
で
配
慮
す
る
。

マ
教
貝
住
宅
は
.
中
学
校
統
合
時
期
等

を
考
え
合
せ
、
で
き
る
だ
け
惜
上
等
を

考
慮
し
て
対
処
し
、
今
年
度
は
盟
国
校

内
学
校
地
に
よ
り
教
以
地
と
な
る
の
で

へ
き
地
住
宅

一
縦

一
戸
、
今
金
融
資
住

宅
一
線
二
戸
を
建
設
し
ま
す
。

〔社

会

教

育
〕

マ
自
句
が
学
問
所
協
や
実
践
活
動
へ
町

梢
極
的
参
加
の
啓
発
に
努
的
、
特
に

一

般
成
人
的
個
人
学
習
の
促
進
、
民
間
有

志
指
導
者
向
活
動
の
場
町
拡
大
、
広
報

活
動
的
促
進
に
梢
僅
的
に
取
り
組
み

活
動
歩
干
す
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

町
内
各
学
校
に
お
い
て
は
、
創
意
に

満
ち
な
実
践
に
生
き
る
教
育
計
画
を
指

向
し
、
教
育
目
棋
の
具
現
化
を
組
織
的

な
評
価
的
確
立
を
推
進
し
て
来
ま
し
た

が
、
会
費
に
教
育
課
程
の
基
本
改
替

の
穆
」
百
を
理
解
し
て
、
教
育
活
動
向
充

実
に
努
め
る
必
裂
が
あ
リ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
教
育
計
画
、
指
却
方
法
、

学
校
経
営
等
に
つ
い
て
更
に
改
普
充
実

を
計
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「自
ら
学
ぶ
力
一
ヂ
身
に
つ
け
る
学
習

指
導
」は
、
日
出
か
ら
児
輩
・
生
徒
ひ
と

り

一
人
的
学
習
力
を
的
確
に
杷
が
レ
、

松
極
的
に
教
材
研
究
を
深
め
稽
実
な
指

導
扱
助
走
行
い
、
自
ら
考
え
正
し
〈
判

断
で
き
る
力
ゆ
育
成
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
応
か
れ
た
知

材
を
培
、
っ
学
習
指
導
の
充
実
を
自
指
し

て
指
導
内
容
の
重
点
化
や
指
摘
押
方
法
の

改
普
に
努
的
、
児
並
非
徒
ひ
と
り

一

人
の
能
力
、
適
性
等
に
配
慮
し
た
学
業

指
尋
の
充
実
、
新
学
習
指
導
要
領
や
移

行
措
置
等
の
研
究
な
ど
に
つ
い
て
、
な

お
一
府
内
努
力
が
必
安
と
な
り
ま
す
。

「盟
か
な
徳
性
多
品
川
て
る
学
校
生
活

の
推
進
」
は
、
道
徳
教
育
寺
泊
し
て
望
ま

し
い
道
徳
的
判
断
力
、
心
情
等
歩
義
い

社
会
に
お
け
る
個
人
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
自
覚
を
正
体
的
に
深
め
道
樹
防
災

践
的
向
上
に
努
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

各
学
校
に
お
い
て
も
虫
か
な
少
グ
育

て
る
道
徳
教
育
の
深
化
を
指
向
し
、
指

町
民
が
自
ら
学
び
連
帯
感
を
高
的
、
人

間
性
些
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

促
進
し
、
生
地
教
育
の
充
実
を
め
さ
し

て
自
時
的
、
主
体
的
な
討
会
活
動
を
進

的
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

マ
町
民
が
生
援
に
わ
た
っ
て
充
実
し
た

健
康
な
生
認
を
送
る
た
め
に
は
、
日
常

生
語
に
ス
ポ
ー
ツ
を
航
極
的
に
取
り
入

れ
健
康
と
体
力
づ
く
り
を
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
行
う
場
と
機
会
的
拡
大
に
努

め
る
と
共
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
や

ス
ポ
ー
ツ
教
叫
車
内
開
設
を
保
巡

L.
既

存
団
体
的
育
成
強
岱
主
凶
る
。

総
合
体
育
館
を
は
じ
め
学
校
開
放
事

業
向
促
進
に
加
え
、
今
年
は
野
外
池
山
政

と
し
て
開
発
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
張
を
図

り
ま
す
。

マ
ふ
る
里
を
知
り
、
人
々
の
心
の
う
る

お
い
と
町
の
香
り
向
い
文
化
創
造
の
た

め
に
、
自
治
的
創
造
的
活
動
的
相
涯
、

税
性
的
将
及
、
文
化
財
町
教
育
的
利
則

的
促
進
を
白
り
、
精
神
文
化
的
制
和
を

目
指
し
た
文
化
振
興
に
努
め
る
。

マ
背
少
年
会
館
の
利
用
は
、
中
学
校
往

政
と
相
ま
っ
て
新
し
い
教
育
的
場
と
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
語
と
し
て
有

効
に
利
用
す
る
。

キ

*

*

以
上
に
よ
り
、
本
町
教
喧
行
政
の
成

川
市
を
則
し
、
児
並
生
徒
の
知
・
徳

・
体

内
割
和
の
と
れ
た
学
校
経
営
に
努
的
、

健
康
で
明
る
い
社
会
教
育
の
充
申
発
展

の
た
め
に
努
力
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

〔自〕

三
会
計
で
十
一
億
七
千
万
円

国
保
税
は
一
九
%
増
を
見
込

す
る
町
教
委
の
社
会
教
育
課
社
会
教
育

持
場
只
に
蝦
名
幾
重
さ
ん

(ω
歳
)
が

靖
任
し
ま
し
た
。

蝦
名
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
久
遠

中
学
校
を
皮
切
り
に
今
金
中
学
校
の
校

長
職
に
至
る
三
十
一
年
聞
を
教
育
に
情

熱
を
注
い
で
こ
ら
れ
た
方
で
す
。

社
会
教
育
指
樽
只
は
、
社
会
教
育
全

般
の
指
導
と
学
習
相
賊
並
び
に
社
会
教

育
団
体
の
育
成
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
「
社
会
整
育
の
領
域
内
広
さ
と
、

多
様
性
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
サ
ー

子

ど

も

ピ

ス

精
神
に
徹
し
た
活
動
を
し
た
い
」

か
ら
お
年
と
意
欲
を
燃
し
て
い
ま
す
。

寄
り
ま
で
趣
味
は
絵
画
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
ス

の
生
泌
教
ー
が
得
意
な
の
で
、
暇
を
み
つ
け
て
大

脊
を
担
当
い
に
楽
し
み
た
い
と
語
っ
て
い
ま
す
.
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現
代
は
7

イ
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る

一

一

-

~

k

r

ホ

1
ム
主
義
的
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
相
互
の

一

一

--
J

一ー均一語
一

時

代
と
い
わ
れ
信
頼
と
連
帯
感
に
基
づ
い
た
コ
ミ
ュ

一

i

-

一
『
」
一

M
l
-相一

て
い
ま
す
。
地
-
一
テ
イ

(近
鳩
社
会
)
町
育
成
が
必

一

・

コ

一
払
=
一

域
社
会
も
激
し
要
と
若
手
」
ワ
れ
ま
す
.

一

・
-

一
ち

-

一

~

ミ

事

境

-

い
人
口

移

動

、

現

在

、

国
や
地
方
自
治
体
で
進
的
一

一

コ

創

]

生
活
様
式
内
部
ら
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
は
、

一

一

・

4

市

化

核

軍

政

こ

の

よ

う

な
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

一

一
化
主
ど
に
よ
っ
て
著
し
く
変
化
し
、
を
術
極
的
に
育
成
す
る
も
の
で
す
・

一

一
住
民
相
互
の
結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
そ
の
た
め
、
地
域
ご
と
に
剖
闘
を

一

一
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
・

っ
く
り
街
路
公
聞
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

一

そ
の
結
果
生
活
環
境
内
悪
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域
に
即
し
た
総
合

一

一
人
間
疎
外
な
ど
?
の
祉
会
問
削
が
的

2余
地
設
の
整
備
を
図
る
と
と

一

一
生
じ
て
い
ま
す
.

も
に
‘
そ
の
剖
園
、
選
世
に
地
域
住
一

一
こ
町
よ
う
な
現
代
社
会
で
、
づ
る
民
同
事
加
安
京
的
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

一

一
釘

い
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

活

動

を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
一

一
築
く
た
め
に
は
、
単
に
道
路
、
下
水
、
目
指
し
て
い
ま
す
。

一

。
国
民
健
康
保
険
会
計
事
業
勘
定

新
若
当
初
予
算
総
額
は
五
億
六

千
五
十
五
万
六
千
円
で
、
前
年
度
予

抑
制
に
比
べ
て

一
六
五
%
明
と
立

っ
て
い
ま
す
。

歳
入
は
、
三
億
九
千
八
百
二
十
六

万
円
の
国
庫
支
出
金
と
一
億
五
千
八

百
六
十
四
万
六
千
円
町
国
民
健
康
保

険
税
が
お
も
な
財
雌
で
す
が
、
毎
年

同
叩
え
続
け
る
医
療
肉
、
特
に
保
義
給

付
費
の

一
五
%
高
傾
療
養
質
的
一二

九
%
相
に
対
応
す
る
た
め
財
政
制
整

法
金
か
ら
二
百
万
円
を
繰
り
入
れ
る

な
ど
し
て
被
保
険
者
向
負
担
を
ぬ
力

軽
く
す
る
よ
っ
に
努
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
本
年
度
の
保
険
税
は

前
年
度
実
紡
に
比
べ

一
九
%
の
地
を

比
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

一
世
帯

平
均
十

一
万
七
千
六
百
九
十
円
、

一

人
平
均
三
万
百
六
十
四
円
に
主
り
ま

す
が
、
固
か
ら
の
臨
時
交
付
金
と
被

保
険
者
向
所
件
が
決
ま
る
六
月
内
賦

課
期
日
に
は
、
詰
十
負
担
が
減
っ
て

税
率
が
確
定
し
ま
す
。

歳
出
で
は
、
療
養
高
額
療
袈
、

助
産
、
葬
祭
な
ど
の
保
険
給
付
費
に

五
億
三
千
八
百
七
万
九
千
問
、
納
税

組
合
奨
励
山
口
に
二
百
二
十
四
万
九
千

円
、
基
金
制
開
立
金
に
八
十
八
万
三
一千

円
、
予
備
費
に
五
百
万
円
な
ど
が
剖

つ
固
町
職
員
の
人
事
固

【
凶
月

一
日
付
〕
新
採
用
マ
国
保

病
院
む
彼
婦
千
葉
啓
子
、
科
谷
玲

子
、
塩
野
谷
淳
子

退
職

{三
月
三
十
一
日
付
}
浅
井

妙
子
(
稲
祉
税
保
健
鮒
)

〔四
月
五

日
付
〕
松
本
幸
子

(国
保
病
院
議
剤

助
手
)

/
社

会

教

育

指

導

員

に

蝦
名
義
重
さ
ん

上
さ
れ
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
勘
定

予
算
総
額
は
五
億
七
千
九
百
三
十
二

万
五
千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
幻
に
比

べ
一
凶

・
六
%
噌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
は
、
入
院

・
外
来
な
ど

病
院
卒
業
収
入
が
五
億
六
千
四
十
九
万

円
が
見
込
ま
れ
、
収
益
的
支
出
で
は
人

件
費
や
医
療
費
用
に
五
億
五
千
九
百
四

十
九
万
二
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
支
出
と
し
て
建
物
修
繕

背
.
企
業
似
償
還
金
な
ど
に

一
千
八
百

八
十
三
万
五
千
円
が
計
上
さ
れ
、
資
本

的
収
入
制
が
資
本
的
支
出
制
に
対
し
て

不
足
す
る
矧

一
千
八
百
五
十

一
万
三
千

円
は
、
繰
越
利
益
剰
余
金
で
補
て
ん
さ

れ
ま
す
。

。
簡
易
水
道
事
雛
特
別
会
計

予
幻
総
鰍
は
三
千
五
百
二
十
八
万
八

千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
羽
に
比
べ
て

一
七

・
八
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
‘
中
央
線
通
り
の
改
良
に
伴

う
配
水
竹
布
設
工
事
費
五
百
五
十
三
万

円
の
計
上
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
歳
入

で
は
水
道
使
用
二
千
二
百
四
J
l

六
万
九

千
円
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
七
百

十
八
万
円
、
町
似
四
百
四
4
方
向
の
見

込
み
に
よ
り
、
本
年
度
は
料
金
改
訂
を

据
置
く
方
針
で
す
。

-./ 
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町民ひろば口口地域的できごと 、話題.町政への意見、要望 生活町知恵などをお寄せ〈ださい口口町民ひろば

t、
、わが家の戸イドlレp

t 竹内灯去さんの 2立(市常町)

亙費 (つくみ)ちゃん 2歳 i

vキューピ ちぞんと 111""~;ごと

1 はずかLそうに聞れますが、ピ

ンクレディ 町大ファン主的」

写真募集中 3議までのお干さ

I んの日 t誌のスナ ァプ写真をお寄

i せください。ー企画課広報係

も!;とま子者従来;貨両議
締雪辱r黙閉会ゑ

/ 
複合経営の八東栄地区

道南で初の知事表彰

道
主
催
町
五
十
三
年
度
て
ん
莱
経

営
改
善
共
励
会
で
、
八
束
栄
地
区
て

ん
来
生
産
組
合

(代
表
中
野
秀
勝
さ

ん
)
が
絞
合
経
営
の
部
で
円
比
率
、
優

秀

A
に
選
ば
れ
、
こ
の
ほ
ど
町
長
か

ら
知
事
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
励
会
は
畑
作
、
多
収
穫
、

復
合
経
営
内
三
部
門
で
道
内
の
農
家

が
そ
れ
ぞ
れ
、
日
ご
ろ
の
工
夫
を
競

い
合
う
も
の
で
す
が
、
稲
作
地
帯
で

は
と
か
く
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
ビ

l
ト

栽
培
な
だ
け
に
、
道
南
で
の
共
励
会

広報 ロロ t<Lらせ ロロロ 広報 ロロ おしらせ 口口口 広報 ロロ お Lらせ 口口口 広報 口口 お Lらせ 口口

優
秀
引
は
今
回
が
初
め
て
と
い
う
.

八
東
栄
地
区
町
内
肱
実
六
戸
で
構
成
し

て
い
る
生
産
組
合
は
、
現
在
、
五
=
一?

の
耕
地
に
水
稲
二
五

P
畑
作
二
三
作
ル

と
乳
ヰ
六
服
、
肉
牛
五
磁
を
所
有
し
、

五
十
三
年
度
て
ん
莱
生
産
組
合
を
訟
立

し
て
以
来
、
土
地
改
良
を
重
占
に
堆
肥

的
施
用
に
努
め
、
耕
地
内
輪
作
体
系
に

合
わ
せ
た
土
づ
く
り
を
進
的
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
特
に
‘
ビ
ー
ト

づ
く
り
は
五

=
一一
一作品
を
作
付
し
て
一

一

百
九
十
J
を
生
産
、
平
均
収
量
主
四
J

融維製品の品質悔E正
キュー (Q)マク

最近¢衣料畠立、生地 1ハ 1 
をはじめ加工の仕万、デ 1rr 1 
ザイン広どがパラ工テイ 1，・ _..~.ul

に富ゐ、種類も豊富こ怠っていま

す。このだめ繊維製白を安山して

購入できるよう巳、消費者にかわ

って専門家ガ製面を総合的に模査

し昂質ガ定水準以上のものにQ

マフをつけていま軍。

債査の基準内容は@外観=使っ

ている生地C欠点はないか。裁断
の仕方、縫い万、{甘属何料に問題

は思いか@寸法~ J I S規倍どお

り力。表示のサイズどおりか@牲

能=色落ちはしはいか、収縮性は

どうかO加工処理剤=青書化学物
質は使って8いか@表示=家庭用
昂昂質表示法Iご墓づい疋表示ガあ

るかとうか。 表示内容は適正力。

などです。この横震は、通商産業

省の繊維製日模査所をはじめ、公

益法人である民間僕査機関ガ実施

しています。現在、績査対象に怠

っている製届は、背広コート

ワイシャツブラウス下着類等

の衣服全般、ふとんカバー芯と広

範囲こわ疋っています。

(10) 

消費者とマク
と
町
内
平
均
収
也
三
九
J
を
大
巾
に
こ

え
た
尖
紛
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

受
賞
を
忍
ぶ
中
野
さ
ん
は
「
今
年
は

作
付
面
積
六
?
で
平
均
収
H
M
七
十
，シ
を

目
ざ
し
頑
張
り
た
い
」
と
意
欲
的
で
す
。

町
政
と
く
ら
し
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布

町
の
窓
口
業
務
や
科
制
度
の
説
明
が

お
茶
の
間
で
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
と

三
月
末
に

「町
政
と
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ

y
ク
」
を
全
世
帯
に
配
付
し
ま
し
た
。

記
松
内
容
は
、
み
な
さ
ん
が
日
常
生

活
に
お
い
て
必
要
な
れ
恥
少
限
度
の
こ
と

が
ら
を

一
冊
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

広
報
い
ま
か
ね
と
問
機
、
ご
愛
玩
円
上

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
内
容
が
変
り
ま
し

た
ら
そ
の

つ
ど
"
広
報
い
ま
か
ね
u

で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
四
月
以
怖

に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
方
は
役
場
受
付
住
民
係
へ

申
し
出
て
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

されています.内水面遊挽者はご

注意ください.

・町民センターの図書を貸し出し

町民セノターの図自室では、現

在 4千 11サ余の各種図的をとりそろ

えて、町民のみなさんに貸し出L

Lております.貸し出しのJUIIUIは

1冊が 1週IUIです。ご希望町方は

午後 1I砕か勺午後 5時までにおこ

しく fごさ ，'. 

・労働保険の年度更新手続会 を

雇用保険および労災保険に加入

Lているすべての事業所のZ作業主

が53年度に納付した概:l')保険料を

粕訴するための確定保険料と、 54

年皮肉概:l'):保険料を同時に申告、

納付していただく期限は 4月 1日

から 5月15固までです"a新事務
相践は今世工商会で4月26日午後l

時-3時まで行いますのでご利用

くださ L、.

..度身障者にハガキを情料配布

郵政省は身障者福制強開運動に

ちなみ刊いぬはがき を発行、

】・ 2紐の身障者に無料でま躍Vf20

柑を配布します。希望者は 5月31

日までに町内郵便局に身障者手帳

を持参して巾L込みくださ，'. 

地保険証を受けたい方は、在学日正

明と世情主同被保険証、印鑑をお

f寺ちくださ L、
・国民年金の悟険料は忘れずに

同民年金町第 4J問分(1月分~

3月分)の保険料的納付期限は 4

月末日です.まだ納めていない人

は忘れずに納めましょう。なお、

4円からの保険料は月傾 3，300同

になります.

・国保病院の小児科鯵樟日を噛d
小児科専門医師による小児科珍

曜は毎月 2回 (第 1i担第 3迎の

水附日と木附日の4日間を定J削除

傑日と決めて m~設していましたが、

乳幼児向受拾が多いこ とから、 匝l

保病院では第 2i且の水 ・ 木 Br~ 日 b

t会jftすることになりま Lた.

診療時IllJは ホ附日が午後 1時

から 3時まて¥木H冊目は午前9時

から11時ま でと従来どうりです.

.メ ァプ川は遊漁禁止河川です

本年もいよいよ釣りのン ズン

を迎えま したが、崎山管内では 8

つの河川が遊抽祭止になっており、

本町では利別川支流メ yプ川が保

濁水面に指定され、すべての木産

動物が1年中捕郷することが禁止

-ある悶の"t.:た・ 2写真をさ Lあげます.

-犬の登録と予防，主射を行います

春町狂犬硝子防注射と犬同登録

は、 4F124Bか勺 4月28日ま での

|町、各地区に出向いて築地します。

生徒90日以ょの犬は 4月中に必

ず登録しなければなりません。 ま

た、狂犬捕の干防注射は毎年、春

と牧町2回受ける義務があります。

・国慢の保険証は4月中に更新を

国民地康保険の被保険者証は 4

円から新しくなります.

新 Lい被保険者自正は桃色で番号

も変ります. 4月中に更新しない

と5月 1日か句病院などで保険の

給付が'豆けられませんから、至急

役場稲祉制1国保係に旧保険証と印

鑑をお持ちのう え手続きしてくだ

さい。

なお、学生などで別に②の遠隔

イ
ふ
れ
あ
う
演
奏
会
を
開
催

田・⑥⑤@⑧⑮
なサと 山 lオ
つ |音のモ|日
てク楽 地 ニケ本
「ノレをて， Iス を
自の愛 uil交ト代
本みし奏轡ラ表
フなてし楽作す
イさやて団日る
ノレん まも “ 本紫
をカf ならをフ R青
倣中いお北 イ ら
迎心音つ部ノレし
すと鑑 l楠ハい 日

本
フ
ィ
ル
を
歓
迎
す
る
会

、ー/

る
会
」

(
会
長
杉
本
省
吾
)
を
結

成
、
笑
現
に
む
け
て
胸
主
高
鳴
ら

し
て
い
ま
す
。
会
に
は
今
金
、
北

倫
山
、
瀬
棚
町
音
楽
愛
婿
者
が
手

を
焼
、
え
て
参
加
し
て
お
り
、
二
一月

二
十
五
日
、
北
海
道
公
演
中
町
日

本
フ
ィ

ル
弦
楽
四
毘
奏
団
を
迎
之
、

北
部
楠
山
で
初
の
弦
楽
四
重
奏
演

奏
会
を
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
生
演

奏
と
あ
っ
て
北
部
三
町
を
は
じ
め

南
楠
山
、
八
雲
方
面
か
ら
三
百
五

十
人
余
の
人
々
が
会
場
に
訪
れ、

日
本
フ
ィ
ル
の
心
で
奏
で
る
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
満
喫

(写
真
)。
そ
の
感

動
的
披
は
早
ゃ
く
も
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
迎
え
よ
う
と
い
う
心
、
向
に

大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ペJ
私
た
ち
は
日
常
の
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
言
葉
を
交
わ
し
ま
す
。

親
し
い
友
人
や
身
内
向
者
ど
、
ヲ
し
の
ヲ
ち
と
け
た
言
葉
の
や
り
と
り
も
あ
り
、

初
対
面
の
人
に
話
し
か
け
る
場
合
や
公
の
場
所
で
の
改
ま
っ
た
言
葉
遣
い
も
あ

り
ま
す
.
相
手
や
場
而
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
が
使
え
る
こ
と
は
、
人
間
関
係

を
ス
ム
ズ
に
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
敬
語
に
つ
い
て
の
知

識
が
必
要
で
す
。
本
号
か
ら
敬
語
を
中
心
と
し
た
言
葉
遣
い
の
問
題
を
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
な
が
め
て
み
ま
し
ょ
う
.

..."圏
敏

語

敬
語
は
、
ふ
つ
う
、

尊
敬
語
鰍
械
賠

・
丁

寧
緒
的
三
砲
知
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

「何
を
め
し
あ
が
り
ま
す
か
L

「
い
つ
お
帰
り
に
な
っ
た
の
で
す
か
」

相
手
町
動
作

(食
べ
る

・
帰
る
)
を
高

め
て

「め
し
あ
が
る
」
、

「お
帰
り
に
な

る
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
尊

敬
語
で
す
。

会、

7
↓
お
会
い
に
な
る

会
わ
れ
る

雷、つ
↓
お
っ
し
ぞ
る

・
言
わ
れ
る
、

見
る
↓
ご
覧
に
な
る
。
こ
れ
ら
も
尊
敬

語
の
類
で
す
。

み
ん
な
の
手
で
河
川
を

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

川
は
私
た
ち
日
常
的
暮
ら
し
の
な
か

で
‘
い
ろ
い
ろ
な
恵
み
を
あ
た
え
て
く

れ

砂
い
こ
い
の
場
e

で
も
あ
り
ま
す
。

五
月
は
『
河
川
美
化
月
間
』
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
河
川
を
汚
濁
か
立
す

り
、
河
川
敷
地
を
緑
地
公
聞
や
迎
動
広

lei 

類

4重

「
ち
ょ

っ
と
お
尋
ね
し
ま
す
」、「
少

々
、
っ
か
が
い
ま
す
¥
「
尋
ね
る
」
と
雷

う
代
わ
り
に
「
お
尋
ね
す
る
」
、
『
う
か

が
う
」
と
言
え
ば
‘

相
手
に
敬
意
を
表

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
へ

り
下
っ

た
言
い
方
だ
か
ら
で
す
。
こ
れ

が
搬
慨
絡
で
す
。

会、

7
↓
お
会
い
す
る

・
お
目
に
か
か

る
、
言
、71ゅ申
し
上
げ
る
、

見
る
↓
拝

見
す
る
。
こ
れ
ら
も
謙
限
語
の
類
で
す
.

そ
れ
か
ら
、
「
ま
す
」

と
か

「
で
す
」

と
か
「
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
言
い

方
、
こ
れ
ら
を
丁
寧
語
と
い
い
ま
す
。

(次
回
は

「自
己
紹
介
の
し
か
た
」)

場
な
ど
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
河
川
区
域
内
で
次
の
よ
う
な

行
為
を
行
う
に
は
河
川
管
理
者
向
許
可

が
必
要
で
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

守
工
作
物
を
新
築
改
築
す
る
時

マ
土
地
を
占
周
す
る
時

マ
土
地
の
形
状
を
変
更
す
る
時

マ
官
民
の
境
界
杭
は
絶
対
に
紛
失
・
破

損
し
な
い
こ
と
。

〕-1
 
〔



で %..-.， い司王町
、- 94今っと四私知事選挙投票区別の投票率

投票区名
当日市 f止 W{

f止手!:uft 前旧l
怖者数 者数 J止架ヰ'

1英利河 182 158 86.81 88.48 

2 TE 布 184 171 92.93 83.96 

3 q-I lli 102 95 93.14 92.24 

4 住 吉 71 66 92.96 95.59 

5 I![， 111 597 524 87.77 88.72 

6 1且柑川 20 20 100.00 82.61 

7 A 東 313 287 91.69 88.33 

8 :E rt，~、 315 281 お9.21 91.82 

9ft HI 167 151 90.42 91.81 松(崎構義且雄〉 ，j(、汐日てC」434Ufl 
小 川(J社(，i.型tJ庁1，四.07施2 

10利11 丘 375 303 80.8U 83.24 iT 宮'~ m庁 3，805 497 
iニノt-r.t肝I 2.735 638 2司257

11 臼 進 59 54 91.53 93.75 J!tiJ-e.:':Ji困T 2.255 710 1.485 

12 町TJ一苦ー ーセ
L :':Ji田I 1.390 l冒289 1.274 

1，725 1，489 86.32 88.03 開計図f 797 1，469 1.112 
歩ミ I:&:nη GOO 1.504 581 

13 1'.1: ;品 2，139 1，891 88.41 90.10 奥 尻町 1，009 1.738 52，¥ 
ii:fi棚田l 102 1 .9;{7 3R5 

14白石 109 102 93.58 88.79 」仁柏111町I 297 3‘::104 1.387 
今 -:'rt町 711 :L249 1 ， 51~ 

Hi 6，358 5，592 87.95 88.90 st l:L 701 l{)，335 11‘595 

票 l古l五 耕 八 粟 よ
、弘 1-了時間l結リ

=広級=

トヒベyクス

「一一一一一一-病のはか化
! IJH衣 、れ祭恒 婦
Pき知町たが例 入
!と lffz卜人lカーの 文
I JiiJ カ ~!..~、片IiIT イlニ

I :…川十日。に円防人 三 辿 の
!大かのに日協 不
1二|とら 寄人 、主 用

I :…川Tfii 品'ず己え III-Bの l(の SD
|けるを不セ第 売
1 ¥;!J と台川ンプ、 会
Ihあ め↓ill タ 11I1カぐ
1たつ 凶J!Jl I Itrl}好
。て li売で 人肝
l ¥l字 会 開文

注竺些i
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人"り』納 (I ~-l ) 

')~ I . (j I r; (4---.1 ) 
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I 2 JJ 2討LlJ比"円、
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お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う
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時
町

黒
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(
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男
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収
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未
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(
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人
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民
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和
町

発
行
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向
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也
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児
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T
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美
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(
政

ニ

艮
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進

長
谷
川
正
人
為
(
正
英
二
川
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台

佐
竹
美
紀
f
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